
 



 



 



基本の考え方

三つのステップを踏むことで、児童
は文種毎の書き方を身に付け自由に
書くことができるようになる。
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教師によるモデル文の作成
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●使いたい表現 ●文の構成

◎「どの子にも書ける」ことを

目指す。
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観察・記憲兵

観察文を書くときの「視点」（ニワトリの大きさ色特徴・触っ　　読書紹介文で使う言い回しを使って、はじめ・中・おわり

てみると）になることを色別にしてモデル文を作成する。　　の3段落構成になるよう、モデル文を作成する。

「視点」ごとに色別の付箋を使って、モデル文を活用し　「使いたい表現」について短冊で学びながら、共通教

ながらザリガニについての観察文を書く。　　　　　　　材を書く。
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学校で飼っている他の生き物を、共通教材の学習を基　　各自が第1時で選んだ「友達に紹介したい本」を紹介す

に個別に書く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る文を書き、カードに仕上げる。
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各学年の実践例

娘通関

㊥亀紀

児童が教師にインタビューし、宝物にまつわる思い出や思い、大切

にしている理由が明確になるよう、教師がモデル文を作成する。
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伝記を読んで得た感動の中心を、自分の生活と比べな

がら明確にできるようなモデル文を作成する。
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みんなの共通の宝物「新校舎」について意見を出し合い、

一緒に構成メモを作成し、メモを基に作文を書く。

モデル文を参考にして『儀兵衛の生き方』についての

意見文を同じ構成で書く。
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自分の宝物について構成メモを作成し、メモを基に
作文を書く。

伝記を読み、自分が選んだ「尊敬する先人」の生き方

について、共通教材で学習したことを基にして書く。



説得力のある産見文を書こう」

9

平和についての資料を集め、共通教材で学んだ書き方を

基に、個別で「平和のとりでを築く」に対する意見文を書く。

6年算数「分数のわり算」
（説明文の書き方を使って）

①前単元「分数のかけ算」では、必要なキーワー

ドを提示し、教師と児童で協力して文章にまと

めた。本時ではそれをモデル文とした。

②児童の発表をもとに本時の学習内容を深め、

文章化の前段階として、式の変形を短冊で提

示する。

③モデル文をもとに、必要なキーワードを児童自

身が挙げ、それらを使って1時間の学習内容を

児童自身が文章にまとめた。

④まとめを自分の力で文章にすることで、算数の

内容をしっかりと身に付けたことが確認できた。
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成　果

①児童の書くことへの意欲・関心の向上

昨年度末の意識調査の結果によると、全校で「書くことが好きではない」児童が年度当初より8％も減

り、「書くことが好き・まあまあ好き」との回答が増えている。書くことが苦手だったり好きではなかったり

した多くの児童が、「書けてうれしい」と感じ、書くことが少しでも好きになったことは、研究の最も大きな

成果である。

④児童の書く力の向上

5、6年生の全国や東京都での学力調査では、「書く能力」についての正答率がすべて区や都の平均を

上回った。文と文のつながりや接続語の意味を考える力、資料を読み、分かったことを的確に書く力が向

上してきていることを、研究の成果として受け止めている。

④教員の指導力の向上

モデル文作成と共通教材指導を通して、私たち指導者が、「何をどのように・どの程度書ければよいか」

「そのためには、どんな手だてが必要か」という、指導要項と手だてを具体的にもつことがてきるように

なった。教師が子供の立場に立って実際に書いてみることは、他の教科指導でも重要なことである。

④指導と評価の一体化

今まで、「うまい文」という、内容に片寄りがちだった評価の規準も明確になり、このことは、指導と評価

の一体化にもつながった。

課　題

①r書く内容」をもたせる指導の充実
上記の意識調査によると、まだ1～2割の児童が書くことに対して苦手意識をもっている。書き方は分

かっても「書くことが見つからない。」「文をふくらませることが苦手。」などと感じているようである。「書

く内容をもたせる指導」については、国語科の中の別の時間、または他教科で、意図的に経験や体験を積

ませ、対象を見取る目や取材の仕方を地道に身に付けさせていくことが欠かせない。書く内容を豊かに

もち、その表現方法をしっかり身につけたとき、全ての児童が書くことに自信をもつことができるように

なるであろう。

④「推敲」の方法や過程
文章を書く中で、語と語、文と文、段落と段落のつながりがしっかりできているか、考えさせることが大

事である。児童は書き上げてしまったものを書き直すことに抵抗を感じるので、推敲の方法や過程につい

ても、どのように進めていけば効果的なのかを、今後研究していく必要がある。
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